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第2回 SPARC Japan セミナー2018 
(オープンアクセス・サミット2018) 

「オープンサイエンス時代のクオリティコントロールを見通す」

”Utility of preprints in Life Science"
by Hidemasa Bono from Database Center for Life Science (DBCLS)
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生命科学研究者の立場から見たOpen Access (OA)

• 現状、ゴールド OA一択 
• すなわち「オープンアクセス」＝ゴールドOA 

• グリーンOAという言葉自体ほとんど知られてない 
• IFの付いてない雑誌は回避される傾向 
• ピアレビューを経た論文のみ業績とみなす伝統
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+ BioRxiv

第1回 SPARC Japan セミナー2016 「オープンアクセスへの道」 
坊農秀雅「生命科学分野における研究者の投稿先雑誌選択趣向とOAへの意味づけ」 

スライド一部改変 

© 2017 DBCLS Togo Picture Gallery / CC-BY 4.0



‘Preprint’ discussed in Science 

• Preprint ecosystems in Editorial (p1331)
• THE PREPRINT DILEMMA (p1344-1347)

• Biologists are posting unreviewed papers in 
record numbers. Here’s a survival guide 

• How biologists pioneered preprints—with 
paper and postage (p1348)
• Francis Crick and James Watson 

experimented with preprints as well as DNA. 
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第2回 SPARC Japan セミナー2017 　(オープンアクセス・サミット2017) 
「プレプリントとオープンアクセス」坊農秀雅「趣旨説明」より
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口頭発表はもちろん、 

ポスター発表もBioRxiv 

→これは自分もやらねば…
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https://twitter.com/bonohu/status/926766296141725697
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プレプリントに出すきっかけ：共同研究published
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メタ解析手法の論文をプレプリントへ
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2月23日富士山の日に🗻
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公共データベース中の低酸素刺激による遺伝子発現データ
のメタ解析

Licensed under CC-BY 4.0 ©2018 HIDEMASA BONO (DBCLS)
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Meta-analysis of hypoxic stress

Bono H. BioRxiv https://doi.org/10.1101/267310
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中間結果ファイルはfigshareから公開
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https://doi.org/10.6084/m9.figshare.c.3983880
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https://doi.org/10.6084/m9.figshare.c.3983880
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https://doi.org/10.6084/m9.figshare.5812695.v1



Metrics
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プレプリントも
EuroPMCから検索可能



出してみて感じたプレプリントのメリット＆デメリット

すぐに公開できる 
先取制の担保(査読で止め
て出し抜くのを阻止) 

DOIで引用可能 
研究費申請のリファレンス 

現状APC無料 
査読誌への投稿可 
生命科学系はほぼ可に 

EuroPMCから検索可能 

一度公開すると論文が出
せないかもという恐怖 
実はそうではなくなってい
る現実の認識不足 

査読論文に出すスタイル
を変えたくない 
査読論文しか評価されな
い現実
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クオリティコントロール
生命科学研究において 

査読論文だけ、を続けられるか？ 
金銭的な問題 

査読のコスト 

プレプリントと査読論文の併用に移行できるか？ 
現状、ビッグラボなど、Early adopter 

TwitterなどのSMSでもっと議論が盛り上がれば、プレ

プリントだけでもコミュニケーションはできるのでは？ 
匿名性の問題
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